
 

 

 

          
  
 
 
 

 

「目標に向かう幸せ」 

     校長  舘   英 樹  

 ３０度を超えて熱中症になりそうな日があったかと思えば、激しい雨が降ったりと、今年は、

落ち着かない天候が続いているような気がいたします。皆様、体調は大丈夫でしょうか。 

 夏休みが終わり、学校では２学期が始まります。子供達には、細かく具体的に目標を立てる

よう、始業式でお話しました。目標の例を示しますので、少し触れさせてください。 

 

【目標だけで終わりそう】 

 〇 ２重跳び３０回 

    これでは、目標だけで終わってしまいそうです。あまり、遠い目標だけだと、おなか

いっぱいになってしまいそうです。 

 

【多少はましですが…】 

 〇 まずは、２重跳び３回 

    多少はいいと思います。何とかなりそうです。が、２重跳び１回もできない子供にと

っては、まだまだ、具体的ではありません。 

 

【具体的になってきました】 

 〇 １分間に１２０回、前跳びをする。 

    具体的になってきました。１分間に１２０回のペースで前跳びができれば、２重跳び

ができるそうですが、前跳びも難しい子供もいます。 

 

【これくらいからなら】 

 〇 １日前跳び１０回 

    最初は、これくらいで十分です。前跳び１０回といっても、一度始めてしまえば、も

う少し跳びたくなるかもしれません。おうちの方が、お手伝いする場合は、縄跳び選び

が重要です。 

 

さて、目標の立て方は、伝わったでしょうか？ 都道府県を覚えるなら「まず地図帳を１日

１回開く」とか、漢字を覚えるなら、「まずは、漢字を５つ読んでみる」とかで、十分だと思

います。なんて、子供には偉そうなことを言っておりますが、大人でも、何かを継続すること

は難しいです。絶対に毎日やるとかでなく、３日に１回でも、１週間に１回でも、褒めてあげ

るのが大切かもしれませんね。 
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士幌町立中士幌小学校 学校だより 



 

 「士幌町・美濃市児童交流事業」が８月３日から２泊３日で行われました。士幌町を開拓した美濃合

資開拓団のふるさとである美濃市と、士幌町が姉妹都市を結び今年で３２年を迎えます。本校の６年生

５名と士幌小学校の３５名、引率６名（本校からは舘校長(団長)と山岸教諭が参加）で行ってきまし

た。５人は、貴重な経験と忘れられない思い出を胸に帰町。到着式では、中士幌小を代表して海田采太

郎さんが立派な挨拶をしてくれました。 

士幌町・美濃市児童交流事業（８/３～８/５） 

 毎年恒例の夏休み作品展が始まりました。それぞ

れの作品を見ると、子どもたちが２６日間の夏休み

を工夫しながら楽しんでいた様子が感じられます。 

アイデア満載の工作は、どれも遊んでみたいもの

ばかりです。自由研究は、身近な課題や興味をもっ

た内容があり、食をテーマにしたお子さんもいまし

た。展示期間は９月３日（木）までとなっていま

す。お気軽にいらしてください。（場所：図書室） 

令和８年度 全国学力・学習状況調査の結果概要 
 

 

 ４月２３日(木)に行われた全国学力・学習状況調査(６年生)の結果をお知らせします。 

 ２教科と質問紙の調査結果に見る主な傾向  ※全ての教科で無回答率が低い 
 平均正答率 よく身についていた領域等 課題となる領域や内容等 

国語 全国平均と同等 
(やや上回る) 

漢字の書き取り、文章の内容理解、
自分の経験と結び付けて考えること 

複数の情報を整理し、条件に沿
って記述すること 

算数 全国平均を上回る 基礎的な知識・技能、資料の読み取
り 

割合の意味理解、分数の大小関
係を根拠を示して説明すること 

児童質
問紙 

    ― 自己肯定感、学校生活満足度、友達
関係 

家庭学習習慣、読書習慣、学び
方の工夫 

 ○基礎的・基本的な知識や技能については概ね定着しており、国語の漢字の書き取りや文章の内容理解、
算数の資料の読み取りなどで成果が見られました。 

○質問紙調査では、「自分にはよいところがある」「学校に行くのは楽しい」「先生はよいところを認めて
くれている」と回答した児童の割合が高く、安心して学びに向かう土台が形成されています。 

▲一方で、国語では複数の情報を整理して書くこと、算数では理由や根拠を示して説明することに課題が
見られました。 

▲また、家庭学習時間は全国平均を下回る傾向が見られました。一方で、「課題の解決に向けて自分から
取り組むこと」や「学習内容を見直し次の学習につなげること」については肯定的な回答が見られまし
たが、それらを学力として発揮することに課題が見られました。 

◎「自分の考えを進んで話すこと」に課題が見られており、学校評価においても同様の傾向が確認されま
した。今後は、対話を通して考えを深める学習や、理由や根拠を明確にして説明する活動を充実させ、
「深い学びを通して根拠をもって自分の考えをもつ子供」の育成を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの作品展 

 

 １日（火） 北海道シェイクアウト、全校朝会 
 ２日（水） 集合学習（中）、分掌会議 

学校教育指導訪問(ｵﾝﾗｲﾝ) 
 ３日（木） したしみ図書館訪問（中） 
 ４日（金） 集合学習（高）、児童会⑦ 
 ７日（月） 水泳学習（低・中） 
 ８日（火） ダスキンモップ交換 
９日（水） 修学旅行（～１０日・高） 

１１日（金） 集合学習（動物園・低） 
修学旅行回復休業日（高） 

１４日（月） 二計測・視力検査（～３０日まで） 
       保護者面談① 
１５日（火） 保護者面談②、校長・教頭会議 
１６日（水） 職員会議 
１７日（木） 保護者面談③ 
１８日（金） クラブ、巡回図書 
２１日（月） 敬老の日 
２２日（火） 国民の休日 
２３日（水） 秋分の日 
２４日（木） スクールカウンセラー来校 

保護者面談④ 
２５日（金） 児童会総会・選挙 
       教師力向上ワークショップ（東士狩小） 

２８日（月） 保護者面談⑤ 
２９日（火） 研修日 

３０日（水） 分掌会議、月末統計 


